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【本日の内容】

1. JERAの企業理念

2. 経営目標

3. 事業領域の拡大

4. 事業別成長戦略

5. 2030年度の姿

6. 組織

7. JERAの使命
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1. JERAの企業理念

ミッション
(Mission)

国際競争力ある電力･エネルギーの供給を実現して､
日本､さらには世界の人びとの豊かなくらしと産業･
経済の活力向上に貢献します

＜当社の存在意義＞

ビジョン
(Vision)

＜ミッション実現のための道筋＞

グローバル
エネルギー企業

オリジネーション
とオプティマイ

ゼーションを両輪

俊敏･創造的･
挑戦心に満ちた
コーポレート
カルチャー

バリュー
(Value)

＜行動理念＞

俊 敏 創 造 挑 戦 卓 越 多 様 公 正
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2-1. 経営目標
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[億円] [億円] [億円]

総資産額
5倍へ

売上高
倍増へ

純利益額
14倍へ

[目標値算出上の前提条件] JCC:155USD/bbl、HH:8.3USD/MMBTU、為替レート:120円/USD

＜総資産額＞ ＜売上高＞ ＜純利益額＞
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2-2. 経営目標(事業別)
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1,000 600 1,200 

純利益額純利益額

燃料事業
国内発電事業
(新設･ﾘﾌﾟﾚｰｽ) 海外発電事業

※左軸：2016年度
右軸：2030年度

※単位：億円

22,000
42,000

[目標値算出上の前提条件] JCC:155USD/bbl、HH:8.3USD/MMBTU、為替レート:120円/USD
* 関連会社は、会計上は純利益のみ反映されるが、参考として持ち分売上高を記載

*
10,000

11,800
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3. 事業領域の拡大

日本 世界

今までの
事業領域

調達を梃子に
事業領域拡大

ボーダーレス発電
で事業領域拡大

最適な燃料供給･運用

下流

上流

Origination

Origination

Optimization

国内発電事業
(新設･ﾘﾌﾟﾚｰｽ) ⇒4-1

海外発電事業 ⇒4-2

燃料事業
(ﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ･輸送) ⇒4-4

燃料事業
(調達･上流) ⇒4-3
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4-1. 事業別成長戦略－国内発電事業(新設･リプレース)－

65万kW
(1地点)

1,200万kW程度
(10地点程度)

2016年7月時点 2030年度

国内発電事業
(新設･ﾘﾌﾟﾚｰｽ)

発電規模

既存ｲﾝﾌﾗを活かし､最新技術を活用したﾘﾌﾟﾚｰｽ
推進により､競争力向上と環境負荷低減を両立

将来の需要変動や政策動向等も踏まえ柔軟に開発

上越
(中部電力) 広野、常陸那珂

鹿島 (東京電力)

尾鷲三田

四日市

川越 新名古屋
西名古屋 (建設中)

知多第二

知多 碧南

武豊

渥美

[凡例] :火力発電所
:ガスパイプライン

富津

袖ヶ浦
姉崎

五井

千葉

品川
大井

川崎

東扇島

横浜

南横浜

横須賀

(中部電力) (東京電力)

中部電力･東京電力の既存インフラ
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4-2. 事業別成長戦略－海外発電事業－

600万kW程度 2,000万kW程度

2016年7月時点 2030年度

海外発電事業
発電規模

(持分出力)

*市場で電力を販売することを前提とした発電事業

2030年度に向けた重点地域

エネルギーフルラインナップを活かした成長戦略
アジア･中東･北米を重点に､それ以外の地域へも展開
北米等のマーチャント発電事業*も拡大
再生可能エネルギーも積極的に開発
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4-3. 事業別成長戦略－燃料事業(調達･上流)－

2016年7月時点 2030年度

燃料事業
(調達･上流)

LNG取扱規模

石炭取扱規模

投資案件数

4,000万t程度

2,000万t程度

6件 12件程度

*弾力性に優れた短期/スポット
契約と経済性･安定性に優れた
長期契約を組合せて調達

長期契約等
（既契約分）

1,500万t

短期/スポット契約で調達

長期契約で調達
上流権益獲得を並行して検討

ポートフォリオを
柔軟に組み替え*

外販拡大

発電効率
up

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

短期/ｽﾎﾟｯﾄ契約
500万t

長期契約等
(既契約分)
3,500万t

2016年7月時点 2030年度

世界最大級の調達規模を梃子に燃料調達･上流の最適ポートフォリオを形成
事業環境の変化に強い調達･事業開発体制を構築

3,000～4,000万t

2,000～3,000万t

LNGの最適ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ形成のｲﾒｰｼﾞ 取扱規模の変動要因
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16隻 30隻程度

2016年7月時点 2030年度

燃料事業(ﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ･輸送) LNG輸送船団

4-4. 事業別成長戦略－燃料事業(トレーディング･輸送)－

自社輸送船団のフル活用と海外燃料市場を活用したトレーディング事業拡大に
よりオプティマイゼーションを追求
市場の流動性向上に貢献し､燃料市場の変革をリードするプレーヤーに

国内発電

燃料調達･上流

海外発電

第三者販売

燃料市場

燃料市場を活用した
トレーディング

自社輸送船団

最適な燃料運用･販売の実現

商流
拡大

商流
拡大

トレーディングフローの一例

柔軟な輸送を実現
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国内発電事業･海外発電事業

調達規模拡大や最適化に
よる燃料事業強化

燃料単価･環境負荷の低減､
調達柔軟性拡大による

発電競争力向上

燃料事業

燃料トレーディング 燃料輸送

燃料上流 燃料調達
LNG 石炭 石油

国内発電事業
（新設･リプレース) 海外発電事業ノウハウの

相互活用

4-5. 事業別成長戦略－シナジー効果－
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5. 2030年度の姿

2030年度までに以下の姿に成長

燃料事業

2030年度 成長のポイント

国内発電事業
(新設･ﾘﾌﾟﾚｰｽ)

1,200万kW程度

海外発電事業

発電規模

発電規模
(持分出力) 2,000万kW程度

投資
案件数

12件程度

LNG
輸送船団

30隻程度

LNG
取扱規模

3,000～4,000万t

石炭
取扱規模

2,000～3,000万t

高効率発電の新設/
リプレースを通じ､
環境負荷低減に
貢献

世界最大級の
調達量を梃子に、
トレーディングと
上流投資に積極参画
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6. 組織

全体戦略､リソース
アロケーションに
コミット
最適機能ポート
フォリオを確立する

会長･社長

オリジネーション
(Origination)

オプティマイゼーション
(Optimization)

グローバル水準のポートフォリオマネジメントを
背景に､チェーン全体に競争力ある資産ポート
フォリオを形成し､資産価値を最大化

グローバル水準のリスクマネジメントを背景に､
チェーン全体を一体的かつ効率的に運用すること
により､事業プロセス､人､資金､情報などあらゆる
フローを最適化し､収益を最大化

ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝとしての
全社戦略

機
能
戦
略

財務戦略

人事戦略

IT戦略

…

マトリックス型を
志向

コーポレート 事業開発機能 販売･調達機能

市場との競争戦略 市場との競争戦略
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7. JERAの使命

日本のエネルギー需給構造や世界のエネルギー市場における課題の解決にJERAとして貢献
これらを通じてJERAとしての企業価値を向上

JERAの役割

•長期契約のコミットによる
長期供給源の確保

•調達を梃子とした上流資源の確保

•資源価格や需要変動に対応できる
トレーディングビジネスモデルを
確立

•従来電源を最高水準の効率を持つ
電源にリプレース

•再生可能エネルギーと火力電源を
ポートフォリオ開発

•燃料供給を含めた安定性、経済性
に優れた発電ビジネスモデルを
提案

資源確保

市場流動化

最高効率電源

サステナビリティ

新興国への貢献

地球温暖化
新興国の

ｴﾈﾙｷﾞｰ需要

資源ｺﾓﾃﾞｨﾃｨ化
資源開発の

低迷

脆弱な供給体制
高い海外依存

長期における
人口減少社会

エネルギー上の課題
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日本
• JERA本社
• JERA LNG コーディネーション
• エルエヌジー・マリン・トランスポート

タイ
• タイ事業所
• EGCO発電事業
• ラチャブリ・ガス火力IPP事業
• 工業団地内SPP事業
• もみ殻IPP発電事業
• 風力IPP事業
• 太陽光IPP事業

台湾
• 彰濱/豊徳/星元・ガス火力IPP事業

ベトナム
• フーミー・ガス火力IPP事業

フィリピン
• ティームエナジー発電事業

インドネシア
• パイトン・石炭火力IPP事業
• チレボン・石炭火力IPP事業

米国
• 米国事業所
• テナスカ・ガス火力IPP事業
• キャロルカウンティ・

ガス火力IPP事業
• フリーポートLNG事業

メキシコ
• バジャドリド・ガス火力IPP事業
• ファルコン・ガス火力IPP事業

カタール
• ラス・ラファンB・ガス火力IWPP事業
• ラス・ラファンC・ガス火力IWPP事業
• メサイード・ガス火力IPP事業
• ファシリティＤ・ガス火力IWPP事業

オマーン
• スール・ガス火力IPP事業

U.A.E.
• ウム・アル・ナール・

ガス火力IWPP事業

シンガポール
• JERA Trading Singapore

[参考] JERAグループの拠点･参画案件*(2016年7月時点)

*拠点・参画案件は、現時点でJERAに承継済または承継を予定しているもの

カナダ
• コルドバ･シェールガス
• ゴアウェイ・ガス火力IPP事業

オーストラリア
• オーストラリア事業所
• ダーウィンLNG
• ゴーゴンLNG
• ウィートストーンLNG
• イクシスLNG
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将来の見通しの記述について

本資料にある計画､戦略､業績予想等に関する記述は､記述した時
点で当社が入手できた情報に基づいたものです。これらの予想･
予測には､当社を取り巻く経済情勢､競合環境､関連法規､為替レ
ート等不確実な要素が含まれており､これらの予想･予測を覆す
潜在的なリスクが顕在化する可能性もあります。したがって､将
来の実際の業績・事業環境等が本資料の記述と異なったものと
なる可能性があることをご承知おきください。


